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ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義Ta ṣaw

w
uf-i K

hur ās ān

の
言
語
観

― 「
内
的
言
語K

al ām
 N

afs ī

」の
観
点
か
ら
す
る
神
秘
主
義
言
説
の 

基
層
構
造
の
考
察
の
た
め
の
試
論

―

藤　

井　

守　

男

は
じ
め
に

　

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
以
後
「
神
秘
主
義
」
と
す
る
）
の
発
展
過
程
に
は
、
様
々
な
水
準
と
領
域
に
関
連
し
た
「
言
葉
」
に
関
わ
る

主
題
が
顕
在
し
て
い
る
。
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ーB

āyaz īd B
as ṭām

ī （
七
七
七/

八
―
八
四
八/

九
）
を
淵
源
と
し
て
、
十

三
世
紀
後
半
の
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
ー
ミ
ーJal āl al-D

īn M
u ḥam

m
ad R ūm

ī

（
一
二
七
三
年
没
）
に
お
い
て

そ
の
頂
点
に
到
達
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
は
、
ム
フ
イ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ーM

u ḥy ī al-D
īn Ibn 

‘Arab ī

（
一

二
四
〇
年
没
）
派
の
神
秘
哲
学
の
成
立
以
前
の
古
典
的
神
秘
主
義
と
し
て
、
絶
対
者
と
の
人
格
的
合
一
を
究
極
の
目
的
と
す
る
実
践
的
な

傾
向
で
知
ら
れ
、
神
秘
体
験
と
神
秘
主
義
言
説
の
深
遠
な
結
び
つ
き
の
姿
が
独
創
的
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
見
出

せ
る
。
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
展
開
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
説
く
「
唯
一
性
の
言
葉lis ān al-taw

ḥīd

」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
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神
秘
体
験
の
言
説
化
の
多
様
な
連
鎖
の
複
合
体
と
も
い
え
る
。
一
方
で
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
最
高
度
の
文
学
的
達
成
と
い
え

る
ペ
ル
シ
ア
語
の
神
秘
主
義
詩
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ーM

athnaw
ī

』（
一
二
五
八
年
頃
か
ら
没
年
近
く
ま
で
作
詩
は
継
続
）
は
、
そ
の
後
の
ペ

ル
シ
ア
語
の
詩
文
や
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
思
想
記
述
に
決
定
的
な
影
響
与
え
て
お
り
、
ペ
ル
シ
ア
語
話
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ペ
ル
シ
ア

語
文
化
圏
」
の
基
層
に
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
語
の
神
秘
主
義
詩
の
教
義
や
思
想
が
深
く
沈
潜
し
、
教
養
の
土
台
の
一
部

を
形
成
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
ペ
ル
シ
ア
文
学
の
結
び
つ
き
を
土
台
と
す
る
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学

に
あ
っ
て
、
神
秘
体
験
と
「
言
葉
」
と
の
関
わ
り
の
様
態
の
典
型
を
映
し
出
し
て
い
る
の
が
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
で
あ
る（
１
）。

　

近
年
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
こ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
に
つ
い
て
、
特
に
、
神
秘
体
験
と
い
う
内
的
経
験
と
言
語
の
関
係
の

観
点
か
ら
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
と
の
識
別
を
試
み
よ
う
と
す
る
一
連
の
論
調
が
登
場
し
て
い
る（
２
）。
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
選

良
と
さ
れ
る
神
秘
家
た
ち
か
ら
、
そ
の
陶
酔
の
極
に
発
せ
ら
れ
た
「
シ
ャ
ト
フsha ṭḥ

（
酔
言
）」
に
類
し
た
言
説
に
関
す
る
以
下
の
よ

う
な
洞
察
も
、
そ
の
傾
向
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
現
代
イ
ラ
ン
の
文
学
動
向
に
現
れ
た
空
虚
な
「
言
葉
遊
び
」
の
表
層
的
な
文
学
行
為

が
イ
ラ
ン
の
文
学
に
も
た
ら
す
功
罪
を
指
摘
す
る
中
で
、
神
秘
主
義
言
説
の
本
質
に
関
わ
る
知
見
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
や
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
ュḤ

all āj

（
九
二
二
年
没
）
は
自
ら
発
す
る
そ
の
シ
ャ
ト
フ
に
お
い
て
、
前
も
っ
て
「
内
的
言
語
」

の
領
域
で
の
経
験
を
保
持
し
た
上
で
、
そ
の
「
内
的
言
語
」
を
音
声
の
言
葉
と
文
字
と
し
て
描
か
れ
た
言
葉
に
変
換
し
て
い
る
の

だ（
３
）。

　

こ
こ
で
い
う
「
内
的
（
内
部
）
言
語
」
す
な
わ
ち
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
言
葉
の
性
質
を
め
ぐ
る
「
属
性
」
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論
に
関
連
し
て
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
、
お
よ
び
、
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー
デ
ィ
ー
派
の
側
か
ら
、
神
の
言
葉
を
、
理
論
上
、
人
間
の
言
葉
と
同
様

な
も
の
と
見
な
す
立
場
を
採
る
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
に
対
抗
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
正
統
派
神
学
の
根
本
教
義
の
一
つ
で
あ
る（
４
）。
バ
ス

タ
ー
ミ
ー
や
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
ュ
が
登
場
し
て
以
降
、
か
な
り
後
に
こ
の
教
義
が
骨
格
を
整
え
る
と
さ
れ
る
史
的
背
景
か
ら
し
て
も
、（
こ
の

点
は
、
後
で
触
れ
る
。）
こ
の
指
摘
は
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
・
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー
デ
ィ
ー
派
の
説
く
、
神
学
上
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」

の
概
念
そ
の
も
の
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
正
統
派
神
学
の
教
義
論
か
ら
抽
出
さ
れ
た
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
本
質
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
こ
の
言
語
概
念
を
柔
軟
に
、
か
つ
現
代
的
に
解
釈
し
、
こ
れ
を
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
ら
の
神
秘
家
の
言
葉
の
表
出
の
経
路

の
考
察
に
援
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
哲
学
の
影
響
下
に
議
論
さ
れ
た
神
学
の
教
義
論
自
体
は
、
一
部
の
神
秘
主
義
者
を
除
き
、
神
秘
家

に
と
っ
て
は
無
縁
の
領
域
か
ら
の
議
論
の
援
用
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
、
神
秘
家
の
陶
酔
の
言
葉
の
表
出
の
経
路
を
見

事
に
解
き
明
か
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
筆
者
は
、
一
見
、
神
秘
家
に
と
っ
て
無
縁
な
護
教
論
的
教
義
論
が
、「
内
的
言
語
」
と
い
う
側

面
か
ら
す
る
神
秘
家
た
ち
の
言
葉
の
本
質
の
究
明
へ
の
手
掛
か
り
を
提
示
す
る
可
能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
神
学
的
議
論
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
は
ず
の
神
秘
家
の
言
葉
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
か
ら
援
用
さ
れ
る
「
内
的

体
験
の
言
葉
」
と
い
う
考
え
方
が
、
優
れ
た
表
現
者
で
も
あ
る
神
秘
家
た
ち
の
「
言
葉
」
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
上
で
、
一
つ
の
有
効

な
方
法
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
ジ
ラ
歴
六
世
紀
（
一
一
〇
〇
年
代
） 

以
降
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
い
う
言
語
観
の
イ
ラ

ン
系
の
神
秘
家
た
ち
へ
の
浸
透
の
実
証
と
、
神
学
論
の
枠
を
離
れ
た
独
自
の
展
開
の
諸
相
の
究
明
を
通
じ
て
神
秘
家
た
ち
の
言
語
観
を
抽

出
す
る
作
業
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
系
譜
に
連
な
る
神
秘
家
た
ち
が
、
神
秘
体
験
を
経
た
人
間
の
言
語
を
ど
う
理
解
し
て
い

た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
応
え
る
た
め
の
道
筋
の
一
端
を
呈
示
す
る
端
緒
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

二
〇
世
紀
イ
ラ
ン
を
代
表
す
る
神
秘
主
義
研
究
の
泰
斗
フ
ル
ー
ザ
ー
ン
フ
ァ
ルFur ūz ānfar

は
、
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
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ン
マ
ド
・
ル
ー
ミ
ー
の
言
語
表
現
に
お
け
る
「
言
葉
」
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
秘
主
義
の
究

極
の
姿
が
「
言
語
」
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
を
図
ら
ず
も
伝
え
て
い
る
。

　
　

 

ス
ー
フ
ィ
ー
の
意
図
す
る
真
理
と
は
、
言
葉
を
話
す
こ
と
か
ら
解
き
放
た
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
、
人
間
を
解
放
す
る

āz ād kardan
こ
と
、
我
執
と
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
諸
々
の
拘
束
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
が
自
分
の
手

で
自
ら
の
手
足
に
課
し
た
枷
を
人
類
の
手
足
か
ら
取
り
去
る
こ
と
が
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
求
め
る
道
で
あ
る（
５
）。

　

現
象
界
に
お
け
る
日
常
の
言
語
を
通
じ
て
、「
不
可
視
界
」
に
生
起
す
る
様
相
を
記
述
す
る
道
は
、
現
象
界
で
慣
習
化
さ
れ
た
言
語
的

世
界
か
ら
の
解
放
に
よ
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
果
た
し
て
「
言
語
か
ら
の
解
放
」
を
通
じ
て
視
野
に
入
っ
て
く
る
「
言
葉
」
と
は
如
何

な
る
様
態
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
中
心
主
題
で
あ
る
神
秘
体
験
と
言
語
的
表
出
と
の
か
か
わ
り
の
中
に
現
れ
る
「
言
葉
」
の

姿
、
そ
し
て
、
そ
の
神
秘
家
た
ち
の
「
言
葉
」
の
深
層
の
地
下
水
脈
の
実
相
を
把
握
す
る
た
め
、
敢
え
て
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」

と
い
う
神
学
教
義
の
概
念
の
援
用
を
試
み
つ
つ
、
こ
う
し
た
工
程
を
経
て
、
神
秘
主
義
言
説
の
新
た
な
側
面
に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。
従
っ
て
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
等
に
か
か
わ
る
神
学
論
自
体
に
踏
み
込
む
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、

神
学
上
の
教
義
論
の
内
容
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
神
秘
主
義
言
説
の
特
質
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
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一　

神
秘
主
義
言
説
か
ら
見
た
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
（
内
的
言
語
）」

　
「
内
的
言
語
」
は
そ
の
議
論
の
成
立
の
経
緯
か
ら
し
て
思
弁
的
神
学
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
神
秘
主
義
言
説
と
の
か
か
わ
り
で

見
た
「
内
的
言
語
」
に
関
し
て
記
述
さ
れ
た
議
論
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
一
〇
世
紀
半
ば
に
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ

サ
フ
ァ
ー
書
簡
集R

as ā
’il Ikhw

ān al- Ṣaf ā

’』
中
の
記
述
で
あ
る（
６
）。

　
『
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
書
簡
集
』
で
は
、
論
理
学M

an ṭiq

の
成
り
立
ち
を
説
き
起
こ
す
中
で
、
神
秘
主
義
言
説
に
関
連
し
て
示

唆
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
間
の
発
話
行
為nu ṭq

に
は
、
精
神
的
・
理
念
的
な
思
惟
的
発
話 fikr ī

と
肉
体
的
・

感
覚
的
な
語
彙
的
発
話 laf ẓī

の
二
種
が
あ
り
、
後
者
は
肉
体
の
器
官
で
あ
る
舌
か
ら
表
出
し
、
他
者
の
耳
を
通
じ
て
意
味
の
指
示
に
向

か
う
語
彙
の
論
理
の
知
で
あ
る
。
前
者
の
思
惟
的
論
理al-m

an ṭiq al-fikr ī

は
、
事
物
の
本
質
に
お
け
る
、
そ
の
「
意
味
」
の
内
的
形
象

ta ṣaw
w

ur al-nafs al-m
a

‘ān ī

に
か
か
わ
る
精
神
的
、
理
念
的
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。（vol.I.,391-2

）
ま
た
、
感
覚
を
通
じ
て
、
現
存
す

る
事
物
の
意
味
の
内
的
知
覚
の
様
態
や
議
論
、
知
性
の
側
か
ら
す
る
思
考
に
お
け
る
「
意
味
」
の
発
出inqid āḥ al-m

a

‘ān ī f ī fikr-i-h ā 

の
様
態
―
こ
れ
は
啓
示w

a ḥy 

、
霊
感ilh ām

と
呼
ば
れ
、
何
ら
か
の
言
語
の
語
彙
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
だ
が
―
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
は
フ
ァ
ル
サ
フ
ァ
の
論
理
と
呼
ば
れ
る
、
と
し
て
哲
学
的
観
点
か
ら
の
意
味
発
出
の
分
析
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。（vol.I.392

）
さ
ら
に
、

文
字
に
は
、
思
惟
に
か
か
わ
る
も
のfikr īya

、
語
彙
に
か
か
わ
る
も
のlaf ẓīya

、
文
字
の
字
体
に
か
か
わ
る
も
のkha ṭṭīya

、
の
三
種
類

あ
る
と
言
及
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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 「
思
惟
に
か
か
わ
る
文
字al- ḥur ūf al-fikr īya

」
と
は
、
語
彙
を
通
じ
て
そ
の
意
味
が
表
出
す
る
前
に
、
そ
の
本
質
の
中
で
描
き
出

さ
れ
た
精
神
の
思
考
の
中
に
あ
る
精
神
的
な
（
内
面
の
）
形
象
で
あ
る
。（vol.I.,393

）

　

語
彙
に
か
か
わ
る
文
字
は
、
肉
体
的
な
聴
覚
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
、
大
気
中
に
拡
散
す
る
音
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
も
っ
ぱ
ら
感

覚
的
な
も
の
で
あ
り
、
字
体
に
か
か
わ
る
も
の
は
、
両
目
の
視
力
で
知
覚
で
き
る
、
書
版
や
書
に
筆
で
書
き
つ
け
ら
れ
、
描
か
れ
た
像

nuq ūsh

で
あ
る
。
線
で
描
き
だ
れ
た
文
字al- ḥur ūf al-kha ṭṭīya

は
、
単
語
（
語
彙
）
の
文
字al- ḥur ūf al-laf ẓīya

を
示
す
徴
で
あ
り
、

単
語
（
語
彙
）
の
文
字
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
思
惟
に
か
か
わ
る
文
字al- ḥur ūf al-fikr īya

」
が
示
さ
れ
る
徴
と
さ
れ
、
こ
の
「
思
惟
の

文
字
」
こ
そ
が
根
源 a ṣl

で
あ
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。（vol.I.,393

）
こ
れ
に
続
け
て
、
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
詩
人
、

ア
フ
タ
ルA

kh ṭal

（
七
一
〇
年
前
に
没
）
の
詩
、「
げ
に
言
葉
と
は
心fu

’ād

の
中
に
あ
り
、
舌lis ān

は
心
へ
の
導
き
（
の
経
路
）
で
し

か
な
い
」（vol.I.,393

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
後
の
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
の
側
か
ら
構
築
さ
れ
る
「
内
的
（
内
部
）
言
語
」
に
あ
た
る
も
の
が
、『
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー

書
簡
集
』
で
は
、「
思
惟
に
か
か
わ
る
文
字
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
の
「
精
神
的
形
象
」
と
し
て
の
「
思
惟
の
文
字
」
が
「
根
源
」
に
他
な

ら
な
い
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
語
観
が
、
そ
の
後
の
神
学
の
論
法
の
ほ
ぼ
祖
形
を
呈
示
し
て

い
る
こ
と
は
、
神
学
上
の
議
論
の
経
緯
を
み
れ
ば
看
守
で
き
る（

７
）。

　

ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
の
代
表
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、「
話
す
行
為
」al-kal ām

と
は
内
面
（
精
神
）
の
行
為
で
あ
り
、
話
者
の
自
己

に
存
在
す
る
意
図
、
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、Frank
は
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
的
な
言
語
論
を
代
表
す
る
、
ア

ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ーB

āqill ān ī, A
b ū B

akr ī

（
一
〇
一
三
年
没
）のIn ṣāf

な
ど
の
著
作
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
脈
絡
で
は
、
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「M
a

‘n ā

」
と
は
、m

eaning

あ
る
い
はintention

、
と
解
釈
で
き
る
が
、「
話
す
」
と
い
う
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
原

子
中
の
偶
有
（
実
体
と
し
て
の
属
性
）、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
で
「
話
す
行
為
」
と
し
て
限
定
さ
せ
る
実
在
、
と
捉
え
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
し
て
い
る（
８
）。
思
弁
的
神
学
の
脈
絡
で
の
含
意
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
で
は
上
記
の
解
釈
に
沿
っ
て
、M

a

‘n ā/

M
a

‘ān ī

は
、
意
味
、
あ
る
い
は
、
意
図
、
と
い
う
訳
語
を
適
用
す
る
。

　

こ
の
「
話
者
の
自
己
に
存
在
す
る
意
図
」、
す
な
わ
ち
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
、kal ām

u nafs ī, al-kal ām
u l-nafs ī, 

kal ām
u l-nafs ī, ḥad īthu l-nafs, 

な
ど
の
表
現
を
と
る
。
こ
の
場
合
、kal ām

は
、nafs

に
内
在
す
るqaw

l

あ
る
い
はnu ṭq

で
あ
る
、

と
記
述
さ
れ
る
中
で
、
こ
の
用
法
の
脈
絡
で
の
「nafs

」
は
、
魂
、
精
神
な
ど
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
自
身
の
内
部
（
内
面
）

で
「
話
す
こ
と
」
を
指
す
と
さ
れ
る（
９
）。
こ
れ
は
、
聖
典
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
、「
ア
ッ
ラ
ー
は
、
あ
な
た
方
が
胸
に
抱
く
こ
と
を

熟
知
な
さ
れ
る
。」﹇3 

：154

﹈
な
ど
が
根
拠
と
な
る
。「qalb

」
も
こ
の
場
合
、「nafs

」
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
厳
密
に
は
、
こ

こ
で
は
、nafs

は
、「
話
し
手
の
自
己
」
を
指
し
、qalb

が
、「
神
が
話
す
行
為
」（
本
稿
で
は
、
以
下
は
、
こ
れ
を
「
神
の
言
葉
」
と
い

う
訳
語
で
対
応
す
る
。）
と
同
等
に
は
議
論
で
き
な
い
点
で
異
な
る
。
以
上
の
説
明
か
ら
、kal ām

u l-nafs

は
、「
内
的
な
話
す
行
為
」、

す
な
わ
ち
、「
話
し
手
に
よ
っ
て
発
話
さ
れ
る
意
図
」、
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ーB

āqill ān ī, A
b ū B

akr

は
、
そ
の
主
著In ṣāf

の
中
で
、
自
身
よ
り
約
一
〇
〇
年
前
の
神
秘
家
の
言
葉
を
引
用
す

る
形
で
、
神
の
永
遠
な
る
言
葉
が
、
文
字
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
え
な
い
点
を
強
調
し
て
い
る
。「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
議
論
の

中
に
神
秘
家
の
言
葉
の
様
態
が
視
野
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

 　

神
秘
道
の
導
師
ジ
ュ
ナ
イ
ドJunayd （
九
一
〇
年
没
）
―
彼
に
神
の
憐
れ
み
を
―
は
述
べ
て
い
る
、
神
と
い
う
本
質
は
限
定
を
超
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え
た
も
の
で
あ
り
、
神
の
言
葉
は
文
字
を
超
越
す
る
、
す
な
わ
ち
、
神
の
本
質
を
限
定
す
る
も
の
は
な
く
、
神
の
言
葉
（kal ām

）

を
表
す
文
字
は
な
い）

10
（

。　
（105

）

　

内
面
の
言
葉
に
関
す
る
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
の
見
解
は
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
の
立
場
か
ら
す
る
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ

ス
ィ
ー
」
の
典
型
と
言
え
る
。

　
　

 

真
な
る
言
葉al-kal ām

 al- ḥaq īq ī

と
は
、
内
面al-nafs

に
存
在
す
る
意
味
（
意
図
）al-m

a

‘n ā

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
真
な
る
言
葉
は
、
そ
の
意
味
を
指
し
示
す
徴
と
さ
れ
る
。
そ
の
徴
は
、
時
と
し
て
、
そ
の
言
葉
を
使
う
人
々
の
秩
序al-

ḥukm

に
基
づ
き
、
そ
の
秩
序
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
、
そ
の
秩
序
を
通
じ
て
慣
習
化
さ
れ
、
彼
ら
の
使
う
言
葉
と
な
っ
て
い
る
も
の

を
土
台
と
し
た
言
語
に
よ
っ
て
発
話
さ
れ
る
の
で
あ
る）

11
（

。

　

バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
は
、
言
葉
と
い
う
も
の
を
、「
口
で
の
発
話
を
伴
わ
な
い
、
心
の
中
に
あ
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
「
神

の
言
葉
」
の
本
質
に
も
敷
衍
す
る
。
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
に
あ
っ
て
「
思
惟
に
か
か
わ
る
文
字
」
と
表
現
さ
れ
た
「
内
的
言
語
」
は
、

こ
こ
で
は
、
明
確
に
、
文
字
と
音
を
超
え
た
内
面
の
「
意
図
」（「
意
味
」）
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
と
の
関
連
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

心qalb

の
中
に
あ
る
言
葉
は
秩
序ḥukm

を
も
ち
、
こ
の
秩
序
は
真
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
舌
に
よ
っ
て
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
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葉
は
、
心
の
言
葉
と
調
和
し
た
表
象
で
し
か
な
く
、
そ
れ
は
真
な
る
言
葉
と
は
違
う
。
―
中
略
―
こ
の
よ
う
に
、
真
な
る
根
源a ṣl

の
言
葉
と
は
内
面
に
内
在
す
る
意
味
（
意
図
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
真
実
で
あ
る）

12
（

。

　

心
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
秩
序
の
上
に
成
り
立
つ
「
意
味
」
と
い
う
認
識
は
、
そ
の
後
の
正
統
派
の
言
語
観
に
決
定
的
な
影
響

を
も
つ
。「
内
的
な
意
味
」
と
し
て
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
概
念
は
、
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
よ
り
、
若
干
後
の
時
代
の
ジ
ュ

ワ
イ
ニ
ーA

b ū al-M
a

‘āl ī al-Juw
ayn ī

（
一
〇
八
五
年
没
）
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
明
確
な
概
念
を
与
え
ら
れ
る
。

　

ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
は
、「
内
面
に
内
在
す
る
言
葉
」
の
存
在
を
否
定
す
る
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
の
批
判
に
応
え
る
中
で
、「
内
面
の
言
葉
」
と

は
、

　
　

 

精
神al-khalad

の
内
部
を
旋
回
す
る
思
考al-fikr 

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
時
に
、
言
語
表
現
‘ib ār āt

に
よ
っ
て
、
ま
た
、
慣
習
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
た
（
慣
習
化
さ
れ
た
）
徴
そ
の
他
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）

13
（

。

　

と
説
く
。
こ
の
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
の
言
葉
か
ら
、
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
の
段
階
に
お
け
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
に
と
っ
て
、「
内
的
言
語
」
と
は
、

精
神
的
な
活
動
、
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
実
質
的
に
、「
言
語
に
よ
っ
て
発
話
（
発
声
）
さ
れ
な
い

思
考
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
か
か
わ
る
神
学
上
の
議
論
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
聖
法
学
者
で
神
学
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上
は
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー
デ
ィ
ー
派
に
属
す
ナ
ジ
ュ
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ハ
フ
ス
・
ナ
サ
フ
ィ
ーN

ajm
 al-D

īn A
b ū Ḥ

af ṣ al-N
asaf ī 

al-M
ātur īd ī

（
一
一
四
一/

二
年
没
）
の
『
信
条
』al-

‘Aq ā

’id al-N
asaf īya

に
関
し
て
一
四
世
紀
後
半
、
タ
フ
タ
ー
ザ
ー
ニ
ーṢa

‘d al-

D
īn al-Taft āz ān ī

（
一
三
八
九
年
没
）
が
注
釈
的
解
釈
を
展
開
し
た
『
ナ
サ
フ
ィ
ー
の
「
信
条
」
注
釈Shar ḥ al-

‘Aq ā

’id al-N
asaf īya

』

に
そ
れ
ま
で
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
教
義
の
集
約
を
見
出
せ
る
。

　
　

 

言
葉kal ām

は
永
遠
な
る
属
性ṣifat

で
あ
り
、
こ
の
言
葉
は
、
文
字
か
ら
成
る
ク
ル
ア
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
体
系na ẓm

に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
命
令
し
、
禁
止
し
、
物
語
る
者
は
誰
も
、
ま
ず
、
お
の
れ
自
身
の
中
に
意
味
（
意
図
）m

a

‘n ā

を
見
出
し
、

そ
の
後
に
、
表
明
し
た
り
、
書
き
表
し
た
り
、
示
唆
し
た
り
す
る
こ
と
で
そ
の
意
図
を
示
す
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
言
葉
と

い
う
属
性
は
知
識
の
属
性
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
、
人
間
は
自
分
で
知
ら
ぬ
こ
と
を
述
べ
る
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
と
逆
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
ま
た
、
言
葉
と
い
う
属
性
は
、
意
思
と
い
う
属
性
と
も
別
の
も
の
で
あ
る
、

自
分
の
下
僕
に
、
下
僕
が
不
従
順
と
不
同
意
を
表
明
す
る
よ
う
な
命
令
を
下
す
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
人
間
は
望
ん
で
い
な
い
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。こ
う
し
た
言
葉
は
、内
面
の
言
葉kal ām

 nafs ī

と
呼
ば
れ
る
。ア
フ
タ
ル
は
こ
の
言
葉
を
示
唆
し
て
詠
む
、

「
げ
に
言
葉
と
は
心
の
中
に
あ
り
、
舌
は
心fu

’ād

へ
の
導
き
で
し
か
な
い
。」　 

　
　

 

―
中
略
―　

ウ
マ
ル
―
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
に
喜
び
を
与
え
ん
こ
と
を
―
は
言
っ
た
、「
私
の
内
面nafs

に
言
葉kal ām

が
あ
り
、
我
は

そ
れ
を
あ
な
た
に
向
か
っ
て
述
べ
た
い）

14
（

」　

　

タ
フ
タ
ー
ザ
ー
ニ
ー
は
、kal ām

を
神
の
属
性
と
し
て
認
め
た
上
で
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
、
ハ
ン
バ
ル
派
の
教
義
を
論
駁
し
つ
つ
、「
内
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面
の
言
葉
」
が
、
お
の
れ
自
身
の
中
に
意
味
を
見
出
し
、
そ
れ
が
音
と
こ
の
音
を
表
す
文
字
と
し
て
表
出
す
る
、
と
し
、
さ
ら
に
、
内
面

に
内
在
す
る
語
彙laf ẓ

は
、
彼
（
神
）
の
内
面
に
お
い
て
個
々
の
部
分
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
配
列
の
生
成
が
、

そ
の
語
が
発
話
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
発
話
器
官
を
使
う
こ
と
な
く
読
ま
れ
る
際
に
生
じ
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　

 

言
語laf ẓ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
内
面
に
内
在
し
、
発
話
さ
れ
た
り
、
想
像
さ
れ
た
り
す
る
文
字
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
―
中
略
―
我
々
は
、
記
憶
す
る
人
間
の
内
面
に
内
在
す
る
言
葉kal ām

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
の
想
像
の

中
で
描
き
出
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
文
字
の
形
態ṣuw

ar

以
外
に
は
、
こ
れ
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
者
が
文
字
に
意

を
払
え
ば
、
そ
れ
が
、
想
像
さ
れ
た
語
彙
、
あ
る
い
は
、
配
列
さ
れ
た
形
象
か
ら
成
る
言
葉kal ām

と
な
る
、
そ
の
文
字
と
い
う

形
態
を
発
話
す
る
時
に
、
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
と
な
る）

15
（

。

　

ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
は
、
人
間
の
側
に
行
為
の
選
択
権
を
自
律
的
に
認
め
な
い
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
行
為
は
そ
の
都
度
に
生
成
さ

れ
る
と
考
え
る
。
神
秘
家
た
ち
の
文
言
の
中
に
見
だ
さ
れ
る
「
瞬
間
ご
と
に
言
語
が
生
成
す
る
」
と
い
う
言
語
観
が
、
こ
こ
で
い
う
言
葉

の
創
出
の
経
路
と
何
ら
か
の
相
関
性
を
も
つ
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
正
統
派
教
義
で
い
う
「
カ
ラ
ー
ム
・

ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
は
、
言
語
（
す
な
わ
ち
、
通 

常
の
文
字
と
音
声
）
に
よ
っ
て
発
話
（
発
声
）
さ
れ
な
い
思
考
、
あ
る
い
は
、
意
味
（
意

図
）、
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
心
の
中
の
「
秩
序ḥukm

」
の
上
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
「
意
味/

意
図
」
が
文
字
と
音
声
と
な
っ

て
発
話
さ
れ
る
と
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
、
発
話
さ
れ
る
直
前
の
「
秩
序
」
か
ら
離
れ
、
そ
の
調
和
し
た
「
秩
序
」
は
消
え
る
、

と
い
う
形
で
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
が
、
神
秘
主
義
言
説
と
の
関
連
で
、
言
語
的
表
出
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以
前
の
「
内
的
経
験
」、
さ
ら
に
「
内
的
衝
動
」
と
読
み
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）

16
（

。

二　
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
か
ら
「
心
の
言
葉zab ān-i dil

」
へ

　
　

 　
　

 

―
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ーA

b ū al-M
a

‘āl ī 

‘Abd-A
ll āh  b. M

u ḥam
m

ad b. 

‘Al ī-yi  M
iy ānaj ī-yi  H

am
ad ān ī （
一
一
三
一
年
没
）
の
神
秘
主
義
的
言
説
を
中
心
に

　
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
の
関
連
で
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
展
開
を
考
え
る
と
き
、
歴
史
的
に
見
て
、
神
学
的
議
論
を

神
秘
主
義
言
説
の
脈
絡
で
解
体
し
、
ル
ー
ミ
ー
に
連
な
る
ホ
ラ
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
に
内
在
し
た
言
説
と
し
て
再
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
が
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
で
あ
る
。
哲
学
と
神
学
と
神
秘
学
の
間
の
激
し
い
振
幅
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
思
考

の
軌
跡
は
、
時
に
、
テ
ク
ス
ト
間
の
矛
盾
と
も
受
け
取
れ
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
言
説
、
ま
た
、
錯
綜
し
た
か
の
よ
う
な
レ
ト
リ
カ
ル

な
表
現
を
伴
い
つ
つ
、
独
創
的
な
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
生
み
出
し
た
。
神
秘
家
の
言
葉
に
係
る
議
論
で
は
、
特
に
、
二
四
歳
で
執
筆
し
た
と

さ
れ
る
『
真
理
の
精
髄Zubdat al- Ḥ

aq ā

’iq

』
の
段
階
で
の
形
而
上
的
議
論
と
、
後
年
の
著
作
（
現
時
点
で
は
第
三
巻
ま
で
の
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
『
書
簡
集N

ām
a-h ā

』、
最
も
完
成
度
が
高
い
ペ
ル
シ
ア
語
の
著
作
と
さ
れ
る
『
神
秘
学
序
説

T
am

h īd āt

』）
と
の
思
想
上
の
相
互
の
関
係
が
問
題
と
な
る）

17
（

。

　

イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
や
神
学
の
議
論
か
ら
抽
出
さ
れ
た
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
に
あ
っ
て
は
、

神
秘
体
験
を
通
じ
て
神
と
い
う
真
な
る
実
在
の
把
握
を
目
指
す
神
秘
家
の
言
葉
と
な
っ
て
表
れ
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
自

身
に
あ
っ
て
は
、『
真
理
の
精
髄
』
の
形
而
上
的
議
論
に
お
け
る
「
超
越
的
知
に
関
す
る
直
観
的
洞
察
」
の
段
階）

18
（

に
か
か
わ
る
領
域
に
お
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い
て
実
現
す
る
「
言
葉
」
の
様
態
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
世
界
は
す
べ
て
彼
（
神
の
筆
）
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
。ham

a-yi 

‘ālam
 

m
akt ūb-i ū st. （N

ām
a-h ā.,vol.I.,p205.

）」
と
説
く
彼
に
と
っ
て
、「
神
の
言
葉
」
の
問
題
は
、
言
語
に
か
か
わ
る
普
遍
的
な
議
論
に
そ

の
ま
ま
連
結
す
る）

19
（

。

　
　

 

ク
ル
ア
ー
ン
は
、〝
文
字
〞ḥur ūf

と
い
う
衣
に
包
ま
れ
て
こ
の
世
界
に
送
ら
れ
た
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
に
は
無
数
の
、
心
を

魅
了
す
る
仕
掛
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
は
呼
び
か
け
ら
れ
た
、「
ま
、
み
な
を
諭
し
て
や
る
こ
と
だ
、
お
諭
は
信
仰
心

の
敦
い
人
々
に
は
役
に
立
つ
。」﹇51 

：55 

﹈　

神
は
言
う
、（
神
の
言
葉
の
）
伝
達
と
招
き
の
罠
を
し
か
け
よ
、
我
ら
の
獲
物
で
あ

る
者
は
、
そ
の
罠
の
こ
と
が
お
の
ず
と
分
か
っ
て
お
る
、
神
と
無
縁
の
者
た
ちb īg ānag ān

の
こ
と
は
、
我
が
こ
れ
を
求
め
る
こ
と

は
な
い
、「
ま
こ
と
に
信
仰
な
き
者
ど
も
は
、
お
前
（
訳
注
：
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
）
が
い
か
に
警
告
し
て
も
、
ま
た
警
告

し
な
く
と
も
同
じ
こ
と
。
信
仰
に
進
み
入
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
ぞ
。」﹇2 

：6 

﹈ （T
am

h īd āt,224

） 

　

さ
ら
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
説
く
。（
下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
　

 

存
在
す
る
も
の
、
存
在
し
た
も
の
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
な
べ
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
中
に
あ
る
の
だ
、「
青
々
と
し
た
も

の
も
、
朽
ち
枯
れ
た
も
の
も
、
一
切
は
皓
々
た
る
天
書
に
か
き
つ
け
て
あ
る
。」﹇6 

：59 

﹈　

で
は
、
あ
な
た
に
は
ク
ル
ー
ン
は
ど

の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
の
か
、
哀
し
い
か
な
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
数
千
の
覆
い
の
中
に
あ
り
、
あ
な
た
は
ク
ル
ア
ー
ン
と
親
密
な

関
係m

a ḥram

に
は
な
い
の
だ
。
も
し
、
あ
な
た
が
そ
の
（
訳
注
：
ク
ル
ア
ー
ン
を
覆
う
）
帳
の
中
に
通
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
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こ
の
意
味
が
あ
な
た
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
、嗚
呼
、「
こ
の
託
宣
は
、た
し
か
に
、間
違
い
な
く
我
ら（
ア
ッ

ラ
ー
）
の
下
し
た
も
の
。
我
ら
が
自
ら
そ
の
番
を
し
て
お
る
。」﹇15 

：9 

﹈　

ク
ル
ア
ー
ン
は
、
自
ら
の
友
た
ち
に
対
し
て
は
永
遠

に
呼
び
か
け
続
け
る
も
の
だ
が
、
神
と
無
縁
の
者
た
ち
に
は
、（
訳
注
：
ク
ル
ア
ー
ン
は
）
形
に
現
れ
た
文
字
と
単
語
以
外
に
は
得

る
も
の
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
神
と
無
縁
な
者
た
ち
は
内
面
の
聴
覚sam

‘-i b āṭin

が
な
い
の
だ
、「
彼
ら
は
盗
み
聴
き
す
ら
御
法

度
に
な
っ
て
い
る
。」﹇26 

：212

﹈
ま
た
、
他
の
場
所
で
は
こ
う
述
べ
て
お
ら
れ
る
、「
彼
ら
に
も
何
か
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
と
お
認

め
に
な
っ
た
な
ら
、
ア
ッ
ラ
ー
は
、
き
っ
と
耳
を
聞
こ
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
っ
た
に
違
い
な
い
。」﹇8 

：23 

﹈　

も
し
我
が
、
彼

ら
に
（
内
面
の
）
聴
覚
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
知
っ
て
い
た
な
ら
、
お
の
ず
と
、
与
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
、

だ
が
、
彼
ら
が
、
神
と
の
無
縁
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。（T

am
h īd āt,225

）

　
「
内
面
の
聴
覚sam

‘-i b āṭin

」
は
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
か
か
わ
る
人
間
の
側
の
能
力
の
一
部
と
さ
れ
る
。
現
象
界
を
超
越

す
る
神
秘
主
義
的
境
地
に
達
し
て
い
る
者
の
み
に
ク
ル
ア
ー
ン
は
そ
の
本
体
を
開
示
す
る
。

　
　

 

嗚
呼
、
我
々
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
か
ら
見
え
る
の
は
、
黒
い
文
字
と
紙
の
白
さ
の
み
で
あ
る
。
あ
な
た
が
、「（
自
ら
の
）
存
在
」

w
uj ūd

の
中
に
あ
る
限
り
、
こ
の
黒
と
白
し
か
見
え
な
い
。
だ
が
、
あ
な
た
が
「
存
在
」
か
ら
抜
け
出
せ
ば
、
神
の
言
葉K

al ām
 

A
ll āh

が
あ
な
た
を
神
の
存
在
の
中
で
消
滅m

a ḥw

さ
せ
る
。
神
は
、
そ
の
上
で
、
あ
な
た
を
消
滅
か
ら
確
立ithb āt

へ
と
至
ら
せ

る
の
だ
。
確
立
に
至
れ
ば
、
も
は
や
、
黒
は
見
え
ず
、
す
べ
て
は
真
白
に
し
か
見
え
な
い
、「
御
手
元
に
は
啓
典
の
母
体um

m
 al-

kit āb

を
お
も
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
」﹇13 

：39 

﹈　 （T
am

h īd āt,229
）
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ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
が
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
言
語
構
造
に
関
連
し
て
展
開
す
る
議
論
が
、
哲
学
や
神
学
と
い
う
領
域
の
区
別
な
く
、
神

秘
主
義
的
な
経
験
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
る
複
合
的
で
独
創
的
な
「
知
」
の
体
系
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
点
は
以
下
に
看
守
で
き
る
。

　
　

 

あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
、
ブ
ー
・
ジ
ャ
フ
ルA

b ū Jahl

と
ブ
ー
・
ラ
ハ
ブA

b ū Lahab

が
ク
ル
ア
ー
ン
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た

か
ど
う
か
を
。彼
ら
は
、ク
ル
ア
ー
ン
を
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
た
が
、ク
ル
ア
ー
ン
の
真
理
に
対
し
て
は
盲
目
で
あ
っ

た
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
彼
ら
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
、「
聾
唖
で
盲
人
な
の
で）

20
（

」﹇2 

：18 

﹈﹇2 

：171

﹈　

お
お
親
愛
な
る
友
よ
、
知
れ
、

ク
ル
ア
ー
ン
は
、
指
標
と
語
彙
の
共
通
性m

ushtarak al-dal āla w
a al-laf ẓ

）
21
（

に
基
づ
い
て
い
る
、
と
。
ク
ル
ア
ー
ン
と
い
う
語
を
発

す
る
と
き
、
そ
の
言
葉
で
意
図
さ
れ
る
の
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
文
字
と
単
語
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
比
喩
的
な
言
語
表
現

i ṭl āq-i m
aj āz ī

で
し
か
な
い
。
こ
の
段
階
で
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
「
無
信
仰
の
輩
が
ク
ル
ア
ー
ン
を
聞
く
」
と
言
う
、「
ま
た
も
し

誰
か
多
神
教
徒
が
お
前
に
保
護
を
求
め
て
来
た
ら
、
保
護
を
与
え
て
ア
ッ
ラ
ー
の
御
言
葉
を
聞
か
せ
」﹇9 

：6 

﹈。
だ
が
、
真
実
は
、

ク
ル
ア
ー
ン
と
い
う
語
が
発
せ
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
ク
ル
ア
ー
ン
に
内
在
す
る
真
理
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
真
な
る
言

語
表
現i ṭl āq-i ḥaq īq ī

で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
無
信
仰
な
輩
が
ク
ル
ア
ー
ン
を
聞
き
と
る
こ
と
は
な
い
。（T

am
h īd āt,226

）

　

彼
は
、
神
学
上
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
論
の
反
映
と
と
も
に
、
こ
れ
を
哲
学
も
含
め
た
独
自
の
論
理
で
ク
ル
ア
ー
ン
の
言
葉

の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
。こ
こ
に
い
うm

ushtarak al-dal āla w
a al-laf ẓ

は
、一
単
語
が
同
時
に
複
数
の
名
詞
の
意
味
を
指
示
す
る「
多

義
性
」
を
意
味
し
、「
真
な
る
実
在
に
参
内
す
る
境
地
に
達
し
た
者
た
ち
」（w

āṣil ān

ワ
ー
ス
ィ
ラ
ー
ン
）
だ
け
が
こ
の
「
多
義
的
言
語
」

を
理
解
す
る
と
い
う
。m

ushtarak al-dal āla

に
は
、『
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
書
簡
集
』
中
に
こ
れ
に
近
似
し
た
表
現
を
用
い
て
い
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る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
明
確
に
、
預
言
者
の
言
葉
、
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

わ
が
兄
弟
よ
、
知
れ
、
預
言
者
た
ち
は
人
間
へ
の
呼
び
か
け
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
そ
の
知
性
の
程
度
に
応
じ
て
理
解

す
る
よ
う
に
、
意
味
の
上
で
共
通
す
る
語
彙alf āẓ m

ushtarak al-m
a

‘ān ī

（
多
義
的
言
語
）
を
使
う
、
と
い
う
の
も
、
預
言
者
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
る
者
た
ち
、
天
啓
の
書
を
読
み
上
げ
る
者
た
ち
は
、
そ
の
知
性
の
水
準
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
あ
る
か

ら
。
―
中
略
―
俗
人al-
‘āmm

a

は
、
こ
う
し
た
言
葉
か
ら
（
訳
注
：
通
常
の
） 

意
味m

a

‘ān ī

を
理
解
す
る
が
、
特
別
な
選
良
た
ち

al-kh āṣṣa

は
、
よ
り
精
妙
で
優
美
な
別
の
意
味
を
把
握
す
る）

22
（

。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
彼
は
、「
人
間
に
は
、
か
れ
ら
の
知
性
の
理
解
度
に
応
じ
て
語
り
か
け
よkallim

ū 

‘an-n āsi 

‘al ā qadri 

‘uq ūli-him

」

と
い
う
言
葉
を
、
哲
学Ḥ

ikm
a

で
引
用
さ
れ
る
文
言
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
は
、
こ
の
言
葉
を
そ
の
著
作
中
に
た
び
た

び
引
用
し
て
お
り
、
文
章
の
色
調
、
語
り
口
が
似
て
い
る
点
で
、
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
に
、
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
の
思
考
の
源
泉
の
一
部

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　

ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
「
多
義
性
」
を
指
摘
し
つ
つ
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
表
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
単
独
文
字
を
軸

と
す
る
言
語
観
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
独
自
の
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
文
字
の
聖
性
を
土
台
と
す
る
超
越
的
文
字
論

と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

 　

お
お
親
愛
な
る
友
、
彼
（
ア
ッ
ラ
ー
）
は
、
神
を
愛
す
る
者
た
ち
に
、
俗
界m

ulk

と
天
使
界m

alak ūt

の
神
秘
を
、
神
と
親
密
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で
な
い
者
た
ちn ā-m

a ḥram
ān

に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
文
字
の
衣
を
被
せ
て
伝
え
ん
と
し
た
の
だ
、
す
な
わ
ち
、

A
lif-l ām

-M
īm

, A
lif-L ām

-M
īm

-R ā, A
lif-L ām

-R ā, K
āf-H

ā-Y ā-

‘Ayn- Ṣād, Y ā-S īn, Q
āf, Ṣād, Ḥ

ā-M
īm

-

‘Ayn-S īn-Q
āf, N

ūn, Ṭ
ā-

Ḥ
ā, A

lif-L ām
-M

īm
- Ṣād, Ṭā-S īn-M

īm
 , Ṭā-S īn

。
嗚
呼
、
あ
な
た
は
、
選
ば
れ
し
お
方
―
彼
に
平
安
あ
れ
―
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
な
い
の
か
、「
げ
に
、
個
々
の
物
は
心qalb

を
持
ち
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
心
は
ヤ
ー
・
ス
ィ
ー
ン
だ
」
と
。
こ
れ
は
す
べ
て
一

な
る
お
方A

ḥad （
神
）
の
神
秘
と
、A

ḥm
ad

（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
と
の
結
び
付
き
の
徴nish ān

で
あ
り
、
他
の
誰
も
知
る
こ
と
は
な

い
も
の
。（T

am
h īd āt,232

）

　

 　

文
字
の
聖
性
に
か
か
わ
る
議
論
が
、
神
へ
の
愛
を
軸
と
す
る
愛
の
神
秘
主
義
言
説
と
融
合
す
る
の
が
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
の
真

骨
頂
と
い
え
る
。

　
　
　

 

こ
れ
ら
の
文
字
は
神
秘
の
世
界
で
は
、
集
約
さ
れ
たm

ujm
al

、
ア
ブ
ジ
ャ
ド
の
文
字 ḥur ūf-i abjad

と
呼
ば
れ
る
、
お
お
友
よ
、

私
が
説
い
た
世
界
で
は
、
結
合
し
た
文
字
は
す
べ
て
分
離
す
る
。「
ア
ッ
ラ
ー
に
愛
さ
れyu ḥibbu-hum

 

、
ア
ッ
ラ
ー
を
愛
し

yu ḥibb ūna-hu

」﹇5 

：

 

54
﹈
と
人
々
が
読
む
と
き
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
文
字
が
結
合
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、（
神
が
）
帳

の
中
か
ら
自
ら
を
表
し
、
自
ら
の
美
を
、
分
離
し
た
文
字
で
神
秘
道
の
道
行
く
者
の
目
に
呈
示
す
る
と
、（「
ア
ッ
ラ
ー
に
愛
さ
れ
、

ア
ッ
ラ
ー
を
愛
し
」
の
結
合
し
た
文
字
は
、）Y ā, Ḥ

ā,B
ā,M

īm
と
な
る
。
神
秘
道
の
初
心
者
で
あ
っ
て
も）

23
（

、
少
し
で
も
熟
達
の

境
地
に
近
づ
け
ば
、
文
字
は
す
べ
て
点nuq ṭa

の
み
に
な
る
。
お
お
友
よ
、
あ
な
た
は
、（
神
が
）
あ
な
た
に
愛
の
ア
ブ
ジ
ャ
ド

abjad-i 

‘ishq

を
書
き
つ
け
る
地
点
（
訳
注
：
境
地
）
に
達
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
ア
ブ
ジ
ャ
ド
が
書
か
れ
る
と
い
う
徴
は
、



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
三
册

― 64 ―

結
び
つ
い
た
文
字m

utta ṣil

が
ば
ら
ば
ら
に
分
離
す
るm

unfa ṣil

と
い
う
こ
と
だ
、「
こ
れ
こ
の
通
り
、
我
ら
あ
の
者
ど
も
に
も

御
言
葉
を
届
け
て
や
っ
た
。」﹇28 

：51 

﹈
と
は
こ
の
こ
と
だ
、
さ
ら
に
、「
我
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
神
兆āy āt

を
明
示
し
て
」﹇6 

：

97/98/126

﹈
と
は
こ
れ
ら
こ
と
の
徴
だ
。
こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
が
、
神
秘
道
に
お
い
て
愛
の
ア
ブ
ジ
ャ
ドabjad-i 

‘ishq

を
、

神
秘
道
を
旅
す
る
者
の
心
の
書
版law

ḥ-i dil-i s ālik

に
、
書
き
込
むniw

ishtan

、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（T

am
h īd āt,233

）

　

神
へ
の
愛
を
実
践
す
る
者
に
と
っ
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
文
字
の
姿
は
、「
結
合
」
か
ら
「
分
離
」
に
向
か
い
、
さ
ら
に
修
養
が
進
む
と
、

文
字
の
「
点nuq ṭa

」
の
み
が
残
り
、
最
終
的
に
は
、
そ
の
文
字
自
体
も
消
え
る
と
い
う
。

　
　

 

人
が
さ
ら
な
る
帳
の
内
側
に
参
入
さ
せ
ら
れ
る
と
、
点nuq ṭa

自
体
が
消
え
る
。
世
の
人
々
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
書
物
に
書
か
れ
た

黒
（
訳
注
：
筆
で
書
か
れ
た
文
字
）
で
読
む
、
私
は
、
真
っ
白
な
（
訳
注
：
筆
で
書
か
れ
て
い
な
い
）
書
で
読
む
。（N

ām
a-h ā,vol.

II.,99

）

　

ク
ル
ア
ー
ン
の
言
葉
に
関
し
て
呈
示
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
の
超
越
的
言
語
論
か
ら
は
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
が
、「
カ
ラ
ー

ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
を
軸
に
、
神
学
的
議
論
と
は
別
次
元
の
言
語
論
を
縦
横
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
の
言
葉
に
、
神
学

的
議
論
と
し
て
の
「
内
部
言
語
」
と
し
て
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
が
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
の
言
説
の
中
で
、
神
秘
家
の
「
心

の
言
葉
」
を
軸
と
す
る
言
語
観
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
様
が
読
み
と
れ
る
。「
神
の
言
葉
」
と
、
い
か
な
る
も
の
の
介
在
を
経
ず
に
繋
が

る
「
心
の
言
葉
」
こ
そ
、
こ
こ
で
い
う
神
秘
家
の
超
越
的
言
語
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
哀
れ
な
る
者
（
私
）
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
の
中
に
、
あ
な
た
が
読
み
、
聞
き
取
る
も
の
は
、
私
の
舌
（
口
）

zab ān-i m
an

か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
私
の
心dil-i m

an

か
ら
の
も
の
、
さ
ら
に
は
、
か
の
選
ば
れ
し
お
方
（
訳
注
：
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
）
―
彼
に
平
安
あ
れ
―
の
霊
魂
の
言
葉
と
し
て
受
け
と
っ
て
い
る
の
だ
。
選
ば
れ
し
お
方
（
預
言
者
）
か
ら
受
け
と
っ
て
い
る

も
の
と
は
、神
か
ら
の
言
葉
と
し
て
受
け
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
、す
な
わ
ち
、「
い
い
加
減
な
思
惑
で
喋
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。

あ
れ
は
み
な
啓
示
さ
れ
る
お
告
げ
で
あ
る
ぞ
。 

」﹇

 

53
：3 

﹈（T
am

h īd āt,26

）

三　

詩
的
言
語
の
中
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」

　

ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
は
、
神
秘
体
験
と
い
う
内
的
経
験
を
通
じ
て
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
関
す
る
煩
瑣
な
神
学
的
議
論

の
枠
を
離
れ
て
、
神
秘
家
の
「
心
の
書
版law

ḥ-i dil

」
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
、
神
へ
の
愛
を
軸
と
す
る
独
創
的
な
言
語
論
を
展
開
し
て

い
る
。
イ
フ
ワ
ー
ヌ
ッ
サ
フ
ァ
ー
や
神
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
時
点
で
は
、「
知
者
‘āqil

」
に
認
識
可
能
と
さ
れ
た
「
言
葉
」
の
真
な
る

世
界
は
、
こ
の
境
地
に
至
っ
て
、「
神
を
恋
す
る
者
」
以
外
に
は
認
識
不
能
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

幼
児
に
はA

sad

は
文
字
に
し
か
見
え
な
い
、
ま
た
、
知
識
あ
る
者
‘āqil

は
そ
こ
に
意
味
（「
獅
子
」）
を
聞
き
取
る
が
、
彼
の
想
念

は
す
べ
て
「
獅
子
」
と
い
う
形
象ṣūrat

で
し
か
な
い
。
だ
が
、
も
し
彼
が
、「
獅
子
」
の
文
字
を
、
例
え
ば
、
恋
人m

a

‘sh ūq

（
訳

注
：
神
）
の
字
で
見
た
り
、
あ
る
い
は
、
恋
人
の
声
で
聞
き
と
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
神
を
愛
す
る
者
‘āshiq

で
あ
れ
ば
、
そ
の
す

べ
て
が
、
恋
人
の
声
を
聞
く
、
あ
る
い
は
、
恋
人
の
字
を
見
る
と
い
う
喜
び
と
な
る
。
―
中
略
―
神
を
愛
す
る
者
‘āshiq

は
「
獅
子
」
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と
い
う
文
字
も
意
味
も
知
ら
ぬ
、
な
ぜ
な
ら
、
恋
人m

a

‘sh ūq

か
ら
そ
の
言
葉
を
聞
く
喜
び
が
、
恋
す
る
者
‘āshiq

を
奪
い
去
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
恋
す
る
者
‘āshiq

に
は
、
恋
人
の
声
以
外
は
何
も
残
ら
な
い
。
も
し
、A

sad

の
代
わ
り
に D

hi

’b

（
狼
）
と

言
お
う
が
、
‘Asal

（
蜂
蜜
）、
あ
る
い
は
、Sam

m

（
毒
）
と
言
お
う
が
、
恋
す
る
者
‘āshiq

に
と
っ
て
は
す
べ
て
は
同
じ
も
の
で
あ

る
。
恋
す
る
者
は
、
す
べ
て
の
も
の
か
ら
同
じ
糧
食
を
得
て
、
す
べ
て
を
同
じ
も
のyak ch īz

と
み
な
す
。
知
識
あ
る
者
‘āqil

は
、

こ
れ
ら
の
語
彙
の
意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
認
識
す
る
が
、
恋
す
る
者
‘āshiq

は
、
す
べ
て
は
同
一
の
、
一
つ
の
意
味yak m

a

‘n ā

と
み
な
す
。
恋
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
語
彙
の
意
味
す
る
と
こ
ろm

usam
m

iy āt

の
理
解
に
は
意
を
払
わ
ず
、
恋
人m

a

‘sh ūq

の

声
を
聞
き
取
るidr āk-i āw

āz

喜
び
の
中
に
没
入
し
て
い
る
。
恋
人
の
声
を
知
覚
す
る
喜
び
は
、
恋
す
る
者
だ
け
が
知
る
の
だ）

24
（

。

（N
ām

a-h ā,vol.I.,457

）

　

西
暦
一
二
世
紀
以
降
、
ア
ッ
タ
ー
ルFar īd al-D

īn 

‘A ṭṭār

（
一
二
二
九
／
三
十
年
没
）
や
ル
ー
ミ
ー
な
ど
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主

義
を
母
体
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
神
秘
主
義
的
傾
向
を
見
せ
る
ペ
ル
シ
ア
詩
群
の
言
語
表
現
の
基
層
に
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」

の
浸
透
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
の
神
秘
主
義
言
説
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、「
言
葉
の
理
解
」

で
は
な
く
、「
喜
び
」
と
い
う
「
内
的
経
験
」
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
文
学
的
達
成
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
詩
に
「
内
省
」
の
要
素
を
導

入
し
た
神
秘
家
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
は
、
言
葉
で
は
な
く
、「
ハ
ー
ル
（
陶
酔
の
境
地
）」
が
表
出
し
て
い
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
い
う
「
ハ
ー

ル
」
を
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
同
種
の
内
的
精
神
の
状
態
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
文
字
と
音
声
を
超
え
た
「
カ

ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
文
学
と
さ
え
い
え
る
。
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舌
と
喧
騒
と
は
無
縁
の
言
葉kal ām

-i b ī zaf ān o b ī khur ūsh

を　

　
　

知
性
に
よ
ら
ず　

理
解
せ
よ　

耳
を
介
さ
ず　

聞
き
取
る
の
だ　
　

『
鳥
の
言
葉M

an ṭiq al- Ṭ
ayr

』）
25
（

第
六
二
六
句

　
　

す
べ
て
は　

舌
を
介
し
た
言
葉zaf ān-i q āl

で
は
な
く

　
　

陶
酔
（
ハ
ー
ル
）
の
言
葉zaf ān-i ḥāl

か
ら
生
ず 

『
厄
災
の
書M

u ṣībatn ām
a

』）
26
（

第
八
九
一
句

　

ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
淵
源
と
い
え
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
が
カ
ス
ピ
海
南
東
部
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
ク
（
ー
）
ミ
スQ

ūm
is

（
バ

ス
タ
ー
ム
）
方
言
で
発
し
た
と
さ
れ
る
一
連
の
「
唯
一
性
の
言
葉lis ān al-taw

ḥīd

」
は
、
と
り
わ
け
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の

最
高
峰
ル
ー
ミ
ー
の
文
学
語
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
神
秘
修
養
を
通
じ
て
付
与
さ
れ
た
神
秘
的
境
地
の
霊
的
体
験
を
経
て
、

主
体
と
客
体
の
識
別
が
溶
解
す
る
言
語
体
験
を
伴
っ
て
い
る
。
書
き
手
（
執
筆
者
）
と
さ
れ
る
も
の
と
、
聞
き
手
、
読
み
手
、
受
け
手
と

さ
れ
る
も
の
の
間
は
、
神
（
絶
対
者
）
を
前
に
し
て
、
そ
の
区
別
を
喪
失
す
る
。
神
秘
修
養
の
過
程
で
、「
唯
一
な
る
世
界
」w

a ḥda

が
、

通
常
の
現
世
の
言
語
で
そ
の
ま
ま
に
表
現
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
言
語
表
現
の
姿
は
、
例
え
ば
、「
神
が 

神
を
通
じ
て 

神
に 

神
の
言
葉
を

述
べ
る
」
と
い
っ
た
特
異
な
姿
で
表
わ
さ
れ
る）

27
（

。

　
　

 

私
の
言
葉
は
唯
一
性
の
言
葉zab ān-i taw

ḥīd

、
私
の
魂
は
、
神
以
外
を
求
め
ぬ
絶
対
純
粋
な
る
魂raw

ān-i tajr īd

。
私
自
身
の
こ

と
を
語
っ
て
私
が
語
り
手
に
な
る
こ
と
も
、
私
自
身
を
通
じ
て
私
が
説
教
者
と
な
る
こ
と
も
な
い
。
彼
が
自
ら
の
望
む
ま
ま
に
私
の



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
三
册

― 68 ―

舌
を
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
私
は
そ
の
間
に
い
る
通
訳
者
で
し
か
な
い
。
本
当
の
話
し
手
は
彼
で
あ
り
私
で
は
な
い）

28
（

。

　

バ
ス
タ
ー
ミ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
言
語
体
験
の
最
深
部
に
、
こ
こ
で
見
た
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」

の
浸
透
を
経
て
、
内
的
経
験
を
土
台
と
し
て
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
が
生
み
出
し
た
神
秘
主
義
的
言
説
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ

う）
29
（

。

　

ル
ー
ミ
ー
の
『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
抒
情
詩
集G
hazaliy āt-i Sham

s-i T
abr īz

』
に
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
説
く
「
唯
一
性
の
言

葉
」
が
詩
と
し
て
開
花
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
。
ル
ー
ミ
ー
は
自
ら
の
言
葉
を
「
啓
示w

a ḥy

」
と
し
て
示
唆
し
、
神
秘
家
の
超
越
的
行
為

を
「
心
の
啓
示w

a ḥy-i dil

）
30
（

」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
（M

athnaw
ī,vol.IV.,1853

）、
特
に
、
こ
の
抒
情
詩
群
に
は
、
人
間
の
行
為
の

聖
な
る
源
泉
か
ら
の
声
が
、
無
意
識
の
境
地
で
無
と
化
し
た
存
在
で
あ
る
「
ル
ー
ミ
ー
」
を
通
し
て
表
出
す
る
言
葉
の
経
路
が
見
え
隠
れ

す
る
。
ル
ー
ミ
ー
自
身
の
文
学
上
、
思
想
上
の
独
創
性
を
十
分
に
認
め
つ
つ
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、

こ
こ
で
は
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
「
根
源
」
に
あ
た
る
も
の
が
、
創
造
主
で
あ
り
、
絶
対
者
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。「
神
」
の
言
葉
の
無
意
識
の
仲
介
者
と
し
て
「
我
は
予
言
者
な
りA

n ā al-N
ab īy

」
に
近
似
し
た
境
地
に
与
っ
た
ル
ー
ミ
ー

の
言
葉
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
慣
習
の
許
容
と
の
緊
張
を
孕
ん
だ
「
内
的
経
験
」
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
も
い
え
る）

31
（

。

　
　

私
の
辛
吟
は　

私
か
ら
の
も
の
で
な
く　

す
べ
て
彼
（
神
）
か
ら
の
も
の

　
　

そ
の
唇
の
酒
に
陶
酔
し
た
私
は
、
心
も
言
葉
も
失
っ
た）

32
（

 （vol.II.,505
）
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自
ら
「
ハ
ム
ー
シ
ュkham

ūsh

（
沈
黙
）」
と
号
し
た
ル
ー
ミ
ー
は
、
陶
酔
の
中
か
ら
、「
音
声
な
き
言
葉
」
の
壮
大
な
文
学
を
構
築
し

た
。『
シ
ャ
ム
セ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
抒
情
詩
集
』
は
、「
沈
黙
の
言
葉
」
の
詩
的
証
言
の
宝
庫
で
あ
り
、
こ
の
抒
情
詩
群
の
内
奥
に
「
カ
ラ
ー

ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
関
連
す
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
教
義
の
反
映
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
、「
心

の
言
葉
」
と
し
て
詠
ま
れ
る）

33
（

。

　
　

数
万
個
の
甘
美
な
る
リ
ン
ゴ
を　

自
分
の
手
の
中
で
数
え
る
と
き

　
　
　
　

そ
れ
を
一
つ
で
数
え
た
い
な
ら
、
全
部
一
緒
に　

握
り
つ
ぶ
す
が
よ
い

　
　

文
字
に
捕
わ
れ
る
こ
と
な
くb ī shum

ār-i ḥarf-h ā　

　
　
　
　

心
の
言
葉nu ṭq dar dil

が
な
ん
た
る
か
を
見
よ

　
　

 

無
色s āda-rang ī

は
根
源
か
ら
で
て
く
る
も
の
で　

外
的
形
象
で
は
な
い　
　
　
　
　
（vol.I.,396

）

　

ま
た
、　　
　

　
　
（
彼
は
）
瞬
時
、
瞬
時
に

　
　

権
限ikhtiy ār

（
訳
注
：
行
為
の
選
択
権
）
を
生
命
に
与
え
続
け

　
　

し
か
も
、
こ
の
権
限
を
、
自
ら
の
権
限
で
破
砕
す
る
（vol.I.,455
）

　

に
は
、
一
で
見
た
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
教
義
の
一
つ
、
言
語
の
生
成
が
、「
そ
の
語
が
発
話
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
発
話
器
官
を
使
う
こ

と
な
く
読
ま
れ
る
際
に
の
み
生
じ
る
」と
い
う
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。ル
ー
ミ
ー
の『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』に
は
、「
カ
ラ
ー
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ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
角
度
か
ら
み
る
と
、『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
新
た
な
解
釈
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
句
が
あ
る
。

　
　

お
お
兄
弟
よ
、
あ
な
た
は　

ま
さ
し
く
思
念ham

ān and īsha

　
　

あ
な
た
の
そ
の
他
も
の
は　

骨
と
筋
で
し
か
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Vol.II.,227

）

　

こ
こ
で
い
う
「
思
念and īsha

」
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ミ
ー
自
身
が
『
ル
ー
ミ
ー
語
録F īhi M

ā F īhi

』
の
中
で
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　
　

 

あ
な
た
は
こ
の
句
の
意
味
を
考
て
み
な
さ
い
、
こ
の
思
念and īshe

は
、
か
の
特
別
な
思
念
を
指
し
て
い
る
、
そ
の
意
味
を
拡
大
す

る
た
め
に
言
葉
に
表
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る
思
念
で
は
な
く
、
思
念
で
あ
っ
た
と
し
て
も
皆
が
理
解
し
て
い
る
思
念

で
は
な
い
。
―
中
略
―
隠
さ
れ
て
い
て
も
、
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
て
も
、
言
葉nu ṭq

と
は
思
念
で
あ
る
。
人
間
は
思
念
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る）

34
（

。

　

言
葉
は
、
太
陽
の
よ
う
な
も
の
で
、
人
間
は
そ
れ
に
よ
っ
て
温
か
さ
を
得
て
生
き
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
見
え
な
い
、
し
か
し
常
に
存

在
し
、
現
存
し
て
い
る
、
陽
光
は
壁
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
そ
の
存
在
は
見
え
な
い
、
文
字
と
音
に
よ
ら
ず
に
は
、
言
葉sukhan

（sakhun

）

と
い
う
太
陽
は
現
れ
な
い
。
太
陽
と
は
精
妙
な
も
のla ṭīf

で
あ
る
、
言
葉nu ṭq

は
、
絶
え
間
な
く
輝
き
続
け
る
精
妙
な
る
陽
光
、
気
づ

か
ぬ
が
、
実
は
「
か
の
言
葉ān nu ṭq

は
、
あ
な
た
が
言
葉
を
言
お
う
と
、
言
う
ま
い
と
、
常
に
あ
な
た
の
心
の
中
に
あ
る
」（
一
九
七
頁
）

こ
の
句
は
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
議
論
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
例
と
い
え
る）

35
（

。
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ル
ー
ミ
ー
が
言
葉
を
如
何
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
か
は
以
下
の
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
詩
句
に
典
型
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

脚
韻q āfiya

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
私
に
、
私
の
恋
人
は
言
う
の
だ

　
　
　
　

私
（
恋
人
）
と
会
う
こ
と
だ
け
を
考
え
よ
、
と
（M

athnaw
ī,Vol.I,1737

）

　
　

安
ら
い
で
楽
し
く
あ
れ
よ　

脚
韻
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
者
よ

　
　
　
　

私
に
は　

あ
な
た
こ
そ
が
幸
運
の
脚
韻q āfiya-yi daw

lat

（1738

）

　
　

あ
な
た
が
考
え
る
文
字ḥarf
と
は
何
か

　
　
　
　

文
字
と
は
何
か
と
い
う
と
、
ぶ
ど
う
の
木
の
壁
の
茨kh ār-i d īw

ār-i raz ān

（1739

）

　
　

文
字ḥarf

と
音ṣaw

t

と
言
葉guft ār
（
訳
注
：
通
常
の
話
言
葉
）
を
脇
に
お
い
や
る
の
だ

　
　
　
　

こ
の
三
つ
な
し
にb ī in sih　

あ
な
た
に
話
を
す
る
た
め
に
（1740

） 

　

以
下
の
句
は
「
音
声
と
文
字
を
超
え
た
言
葉
」
の
実
際
に
触
れ
て
い
る
。

　
　

イ
エ
ス
の
魔
法
に　

文
字
と
音ḥarf o ṣaw

t

を
見
て
は
な
ら
ぬ

　
　
　
　

魔
法
に
よ
っ
て　

死
が
彼
か
ら
逃
げ
出
し
た
こ
と
を
見
よ
（Vol.III.,4261

）

　
　

イ
エ
ス
の
魔
法
に　

低
俗
な
言
葉
の
み
を
見
て
は
な
ら
ぬ

　
　
　
　

彼
の
魔
法
で　

死
者
が
生
き
返
っ
た
姿
を
見
よ
（4262

） 
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以
上
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
が
神
秘
主
義
言
説
へ
と
展
開
し
た
過
程
を
概
観
し
た
。「
神
の
言
葉
」
は
神
と
い
う
本
質
に
か
か

わ
る
一
つ
の
属
性
で
あ
り
、
始
ま
り
な
き
久
遠
の
昔
か
ら
神
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
数
多
の
預
言
者
に
降
臨
し
た
数
々
の
経
典
の

書
は
、
そ
の
唯
一
な
る
本
質
の
属
性
が
言
葉
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
に
よ
れ
ば
、「
神
の
言
葉
」

は
音
声a ṣw

āt
や
文
字ḥur ūf

で
は
な
く
、
無
始
の
永
遠
か
ら
無
終
の
永
遠
に
至
る
ま
で
、
神
と
と
も
に
あ
る
「
意
味
」
で
あ
り
「
真
理
」

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
や
、
そ
の
他
の
天
啓
の
書
も
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
に
よ
れ
ば
、
そ
の
唯
一
な
る
本
質
の
真
理
の
顕
現
で

あ
り
表
出
で
あ
り
、
神
の
言
葉
は
創
造
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
（
す
な
わ
ち
永
遠
な
る
も
の
）、
現
成
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
ク
ル
ア
ー

ン
と
い
う
姿
で
ム
ス
リ
ム
の
手
に
あ
る
も
の
は
、
そ
の
永
遠
な
る
意
味
と
真
理
が
言
葉
と
な
っ
て
語
り
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
を

理
解
す
る
と
は
、
そ
の
真
理
を
理
解
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
が
、
冒
頭
に
引
用
し
た
、「
内
的
言
語
」
の
領
域
で
の
経
験
と
し
て
神
秘
主
義
言
説

の
経
験
的
基
盤
の
形
成
に
持
っ
た
役
割
に
つ
い
て
触
れ
た
。
一
方
で
、
神
秘
家
た
ち
の
言
語
表
現
に
関
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
言
語
の
性

質
の
議
論
と
重
な
り
あ
う
形
で
、
そ
の
言
語
的
「
同
質
性
」
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
言
語
に
よ
る
文
学
的
生
成
の
過
程
に
、

テ
ク
ス
ト
の
「
聖
性
」
の
議
論
が
入
り
込
む
傾
向
が
表
れ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
テ
ク
ス
ト
自
体
ば
か
り
か
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
生
み

出
し
た
表
現
者
自
体
が
「
聖
性
」
を
帯
び
る
と
い
う
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
と
い
う）

36
（

。

　

文
学
研
究
側
か
ら
す
る
こ
う
し
た
指
摘
を
見
て
も
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
展
開
の
観
点
か
ら
す
る
神
秘
主
義
言
説
の
構
造

の
考
察
は
、
す
ぐ
れ
て
文
化
史
的
課
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

1　

こ
こ
で
い
う
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
に
は
、
サ
ッ
ラ
ー
ジ
ュSarr āj

（d.988
）、
ク
シ
ャ
イ
リ
ーQ

ushyar ī

（d.1072

）、
フ
ジ
ュ
ウ
ィ
ー
リ
ー
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H
ujw

īr ī

（d.1072

）
ら
の
教
義
論
も
含
む
が
、
こ
こ
で
の
議
論
は
、
中
世
期
の
「
大
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
」
出
身
の
神
秘
家
群
の
系
譜
で
あ
る
一
方
で
、

西
部
イ
ラ
ン
（
レ
イ
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
、
ハ
マ
ダ
ー
ン
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
な
ど
）
出
身
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
言
行
が
そ
の
重
要
な
要
素
を
形
成
し
て

い
る
と
い
う
点
で
、
地
理
的
概
念
と
し
て
の
「
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
地
域
」
を
含
意
す
る
「
神
秘
主
義
」
で
は
な
い
。
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
は
、

こ
こ
で
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
流
出
論
を
軸
と
す
る
宇
宙
論
を
土
台
に
展
開
さ
れ
る
秘
教
的
神
秘
哲
学
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
派
と
の
対
比

に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
文
化
史
的
概
念
で
あ
る
。「
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
神
秘
主
義
」
の
概
念
も
含
め
た
文
学
側
の
研
究
と
し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
に
連

な
る
神
秘
家K

haraq ān ī

（d.1033

）
に
関
連
し
た
研
究Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,M

.R
.,N

iw
ishtan dar D

ary ā,1384A
S/2005.T

ihr ān, 478-481.

が
あ

る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
の
主
流
と
い
え
る
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
ア
ビ
ル
・
ハ
イ
ルA

b ū Sa

‘īd A
b ī al-K

hayr

（d.1049

）,

や
サ
ナ
ー
イ
ーSan ā

’ī（d.1134
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
範
囲
を
敢
え
て
限
定
し
た
た
め
、
議
論
の
中
で
具
体
的
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

稿
を
改
め
て
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。

2　

ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義
と
イ
ラ
ン
側
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー
と
の
係
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
触
れ
て
い
る
。
藤
井
守
男
「
神
秘
哲
学
の

越
境
性
へ
の
視
座
」『
総
合
文
化
研
究
7
』
東
京
外
国
大
学
総
合
文
化
研
究
所
、2004

、54-67.

3　

Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,Shi

‘r-i Jadw
al ī,B

ukh ār ā,1.,T
ihr ān,1998,52.

　
　

 Iranshenasi,vol.X
,N

o.3,A
utum

n,1998

に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
評
論
の
英
語
のA

bstract

で
は
、
こ
の
評
論
の
問
題
提
起
の
核
心
が
全
く
理
解
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
は
「
内
在
言
語
」、「
内
部
言
語
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
神

秘
主
義
言
説
と
の
関
係
で
「
内
的
言
語
」
と
し
た
。

4　

本
稿
は
神
学
の
議
論
に
一
部
触
れ
る
が
、
こ
の
議
論
は
あ
く
ま
で
神
秘
主
義
言
説
の
性
質
の
究
明
の
上
で
必
要
な
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
敢
え
て
、

ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
、
マ
ー
ト
ゥ
リ
ー
デ
ィ
ー
派
の
厳
格
な
意
味
付
け
は
意
図
し
て
い
な
い
。
広
義
の
正
統
派
を
形
成
す
る
神
学
派
、
程
度
の
含
意
で

用
い
る
。

5　

M
ajm

ū

‘a-yi m
aq āl āt w

a ash

‘ā r-i ust ād B
d ī

‘ al-Zam
ān Fur ūz ānfar,1351A

S/1972,T
ihr ān,381.
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6　
R

as ā

’il Ikhw
ān al- Ṣaf ā

’ , B
eirut, 2008.

本
書
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

7　
L ākin,M

.,T
heology of M

eaning

：
‘Abd al-Q

āhir al-Jurj ān ī

’s T
heory of D

iscouse,1995.

の
議
論
は
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
の
‘Abd al-Q

āhir al-

Jurj ān ī
（d.1078/1081

）
の
修
辞
論
を
、
神
学
と
言
語
論
を
統
合
す
る
形
で
展
開
し
、
詩
文
の
言
語
的
性
質
を
も
論
じ
て
い
る
。
修
辞
学
と
神
学
と

の
融
合
形
態
の
議
論
の
中
で
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
が
考
察
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

8　

Frank,R
ichard,M

., 

“VIII. T
he non-existent and the possible in classical A

sh

‘arite teaching

”, 

“Classical Islam
ic T

heology

：T
he 

A
sharites （Texts and Studies on the D

evelopm
ent and H

istory of K
alam

, Vol.III.

） 2008, 28-29.

9　

ibid.,29.

10　

A
b ū B

akr B
āqill ān ī, al-In ṣāf f ī m

ā yajibu i

‘tiq ād-hu w
a l ā yaj ūz al-jahl bi-hi, al-Q

āhira,1963.105. 

11　

ibid.,106.

12　

ibid.,109-110.

13　

A
b ū al-M

a 

‘āl ī al-Juw
ayn ī,K

it āb al-Irsh ād,B
eirut,1995, p.47.

14　

Ṣa 

‘d al-D
īn al-Taft āz ān ī, Shar ḥ al-

‘Aq ā
’id al-N

asaf īya, al-Q
āhira, 1988,41.

永
遠
な
る
神
の
言
葉
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
思
想
の
「
ロ
ゴ
ス
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。W

ensink,A
.J.,T

he M
uslim

 C
reed,2th ed.1979, 149-151.

15　

ibid.46-47.

人
間
の
側
の
能
力
（Isti ṭā

‘a）
と
行
為
の
関
係
に
つ
い
て
は
、,B

adaw
ī,

‘A.,M
adh āhib al-Isl ām

īn, 1996,B
ayr ūt,562-563.

を
参
照
。

16　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ガ
ザ
ー
リ
ーM

u ḥam
m

ad G
haz āl ī

（d.1111
）
の
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
関
す
考
え
方
も
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
な
考
え

方
を
踏
襲
し
て
い
る
。I ḥy ā 

‘Ul ūm
 al-D

īn, al-juz

’ al-aw
w

al, B
ayr ūt, 2002, 105-106.

　
　
　

 　
「
栄
光
あ
り
、
至
高
な
る
お
方
は
、
言
葉
で
話
す
、
そ
の
言
葉
は
、
そ
の
方
に
内
在
す
る
属
性
で
あ
り
、
文
字
と
音
で
は
な
い
。
彼
（
神
）

の
言
葉
は
、
彼
の
存
在
が
彼
以
外
の
存
在
に
似
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
以
外
の
言
葉
に
似
る
こ
と
は
な
い
。
言
葉
は
、
真
理
に

お
い
て
、
内
面
の
言
葉kal ām

 al-nafs

で
あ
り
、
音
は
、
指
し
示
す
対
象
の
た
め
に
文
字
を
分
節
化
し
た
結
果
で
し
か
な
い
。」



ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
派
神
秘
主
義Ta ṣaw

w
uf-i K

hur ās ān

の
言
語
観

― 75 ―

17　

ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ー
ダ
ー
ニ
ー
の
テ
ク
ス
ト
は
、M

u ṣannaf āt-i 

‘Ayn al-Q
u ḍāt al-H

am
ad ān ī,ed. 

‘Af īf 

‘Usayr ān,T
ihr ān, 

1341A
S/1962. N

ām
a-h ā-yi 

‘Ayn al-Q
u ḍāt-i H

am
ad ān ī,ed.M

unzaw
ī, 

‘A., 

‘Af īf, 

‘U.,vol.I.,vol.II.,1387A
S/2008,A

s āt īr,vol.III.,M
unzaw

ī, 
‘A.1377A

S/1998.

を
使
用
し
た
。
神
秘
学
へ
の
接
近
を
示
すZubdat al- Ḥ

aq ā

’iq

で
の
議
論
に
つ
い
て
も
、
後
の
『
書
簡
集N

ām
a-h ā

』
で
は
、

真
理
を
こ
の
書
か
ら
得
よ
、
と
語
り
か
け
る
一
方
（vol.I.,205.

）
で
、Zubda

で
の
議
論
は
、
長
々
と
し
た
偽
物
の
議
論
で
、
自
分
の
言
っ
た
こ
と

も
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
、
今
は
当
時
の
精
神
状
況
は
残
っ
て
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。（vol.II.,357.

）Zubda

自
体
の
中
で
も
、
真
理

の
直
感
的
把
握
の
た
め
のm

utash ābih

（
語
彙
の
多
義
的
性
質
）
を
語
り
な
が
ら
（Zubda,67.

）,

次
の
頁
で
は
、
直
感
知D

haw
q

を
介
さ
ね
ば
、

こ
う
し
た
多
義
的
語
彙
で
も
真
理
は
理
解
で
き
な
い
、
と
明
言
し
て
い
る
。
井
筒
俊
彦
「
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
の
思
想
に
お
け

る
神
秘
主
義
と
言
語
の
多
義
的
用
法
の
問
題
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』14-2.,143-162.

（M
ysticism

 and the Linguistic Problem
 of E

quivocation in 

the T
hought of 

‘Ayn al-Q
u ḍāt H

am
ad ān ī, Studia Islam

ica,X
X

X
I

（1970

）, 153-170.

掲
載
の
論
文
の
和
訳
）
は
、tash ābuh

（m
utash ābih

）

と
い
う
用
語
を
軸
に
、「
多
義
性
」
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
霊
的
神
秘
知
に
到
達
し
た
者
た
ち
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、N

ām
a-h ā

やT
am

h īd āt

で
の
議
論
に
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ー
ザ
ー
ト
の
全
体
像
を
透
視
し
た
上
で
の
言
語
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
ル
・
ク

ザ
ー
ト
に
関
し
て
は
テ
ク
ス
ト
間
の
相
関
性
も
含
め
て
緻
密
な
考
察
が
要
求
さ
れ
る
。
本
稿
は
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
と
の
関
係
に
限
定

し
た
議
論
を
進
め
た
。
彼
の
全
体
像
に
関
す
る
論
考
は
機
会
を
改
め
て
行
い
た
い
。
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
説
教

テ
ク
ス
トR

aw
ḥ al-arw

āḥ

に
も
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
論
の
浸
透
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
藤
井
守
男
「『
聖
霊
の
安
ら
ぎ
』R

aw
ḥ 

al-arw
āḥ

に
見
る
「
神
秘
主
義
」ta ṣaw

w
uf

の
諸
相
」、『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
45
巻 

２
号,63-66.

18　

Zubda

で
展
開
さ
れ
る
「
知
性
を
超
え
た
段
階
」
に
つ
い
て
は
、
神
秘
知
の
本
質
の
把
握
は
、「
理
性
を
超
え
た
段
階al- ṭaw

r  w
ar ā

’ al-

‘aql

」 

に

関
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
不
可
視
界
の
真
理
に
関
し
、
ウ
ラ
マ
ー
を
介
在
し
な
い
直
観
的
把
握
の
妥
当
性
を
説
い
た
点
、
ま
た
こ
の
表
現
は
、

ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
が
一
時
期
影
響
を
う
け
た
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
ミ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
、
晩
年
に
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
『
誤
り
か

ら
救
う
も
のal-M

unqidh  m
in  al- ḍalal

』
の
、
特
に
、「
預
言
者
性
（
啓
示
）
の
真
理ḥaq īqat al-nub ūw

a

」
の
部
分
で
展
開
さ
れ
る
一
連
の
言
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葉
に
霊
感
を
う
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
点
に
つ
き
、
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。「
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
・
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
‘Ayn al-Q

u ḍāt 

H
am

ad ān ī （d.1131

）
と
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究
と
の
接
点
に
関
す
る
覚
書
」、『
オ
リ
エ
ン
ト
』、
44
巻
第
1
号
、2001

、pp.161-164.
19　

本
文
中
のT

am
h īd āt

か
ら
の
引
用
は
テ
ク
ス
ト
内
の
項
目
番
号
、N

ām
a-h ā

は
頁
数
を
示
す
。

20　

本
稿
に
お
け
る
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
井
筒
俊
彦
訳
『
コ
ー
ラ
ン
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
み
、
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
『
聖
ク
ル
ア
ー

ン
』
か
ら
引
用
し
た
。

21　

m
ushtarak al-dal āla w

a al-laf ẓ

と
い
う
表
現
に
つ
い
て
はN

ām
a-h ā, Vol.II.,.257-266

、
お
よ
び
、282-291

、
で
、m

utaw
āṭī

（
同
類
語
）
と

と
も
に
、m

utash ābih
（
同
義
語
）
の
内
容
が
説
か
れ
た
後
で
、
修
養
の
最
終
段
階
に
達
し
た
も
の
た
ちw

āṣil ān

の
言
葉
は
、「
多
義
性
」

ishtir āk

（m
ushtarak

）
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
彼
が
忌
避
し
た
の
はtashb īh

（
擬
人
神
観
）
で
あ
り
、「
タ
シ
ュ
ビ
ー
フ
の
海

dary ā-yi tashb īh

」
に
惑
溺
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。（N

ām
a-h ā,vol.II.,259

）
こ
の
点
か
ら
もtash ābuh

（m
utash ābih

）

を
彼
の
言
語
思
想
の
中
核
に
据
え
る
井
筒
の
議
論
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
部
分
の
議
論
で
は
モ
ヘ
ッ
バ
テ
ィ
ー
のM

uhibbat ī,M
.

の 

”Ta

’w īl-i b ī-kh īsh-naw
īs ī, Fa ṣln ām

a-yi takha ṣṣus ī-yi N
aqd-i A

dab ī,1388A
S/2009, zim

ist ān,53-72.

（w
w

w.SID
.ir

）
が
、
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ

ス
ィ
ー
と
の
相
関
に
は
敢
え
て
触
れ
て
い
な
い
議
論
で
あ
る
が
示
唆
的
で
あ
っ
た
。m

ushtarak

（ishtir āk

）, m
utash ābih

（tash ābuh

）
に
関
し

て
は
、N

a ṣīr al-D
īn al- Ṭūs ī, A

s ās al-Iqtib ās, 1367A
S/1988,8-13,

を
参
照
。
ア
イ
ヌ
ル
・
ク
ザ
ー
ト
は
、
社
会
の
各
範
疇
の
水
準
に
応
じ
た
言

語
の
独
自
の
性
質
へ
の
無
理
解
が
宗
派
抗
争
を
生
む
原
因
と
主
張
し
て
お
り
、
彼
の
言
語
思
想
は
「
神
の
言
葉
」
ロ
ゴ
ス
に
か
か
わ
る
議
論
か
ら
、

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
階
層
論
に
ま
で
広
が
る
。N

ām
a-h ā,Vol.I.405-408.

22　

R
as ā

’il Ikhw
ān al- Ṣaf ā, vol.IV., 122.

23　

N
ām

a-h ā-yi 

‘Ayn al-Q
u ḍāt-i H

am
ad ān ī

はT
am

h īd āt

理
解
に
不
可
欠
で
あ
る
。T

am
h īd āt

は
、
自
覚
的
に
、
通
常
の
理
解
に
必
要
な
言
葉

を
省
き
つ
つ
、
よ
り
暗
示
的
な
著
作
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
独
特
な
語
り
口
か
ら
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン

を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。H

am
id D

abashi, T
ruth and N

arrative, 1999,288.　

こ
の
引
用
箇
所
で
い
え
ば
、T

am
h īd āt

の
、ch ūn 
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p āra- ī barasad  ḥur ūf  ham
a nuq ṭa gardad （T

am
h īd āt,p.176

）
は
、N

ām
a-h ā 

の
同
内
容
の
個
所
で
は
、agar k ār-i s ālik p āra- ī ba-kam

āl 

tar rasad, ḥur ūf ham
a nuqa ṭ gardad （vol.II.,p.99

）
と
、
よ
り
説
明
的
に
な
っ
て
い
る
。

24　

こ
の
点
は
、
バ
ー
キ
ッ
ラ
ー
ニ
ー
ら
がm

usam
m

iy āt

に
つ
い
て
「
意
味
を
も
つ
」
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
が
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派

に
属
し
な
が
ら
、
そ
の
教
義
論
に
必
ず
し
も
縛
ら
れ
な
い
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
示
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
以
下
で
こ
の
点
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

N
ām

a-h ā-yi 
‘Ayn al-Q

u ḍāt-i H
am

ad ān ī,vol.III.,40-41.

25　

M
an ṭiq al-T

ayr,ed.Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,M

.R
.,1383A

S/2004.

26　

M
u ṣībat-n ām

a, ed.Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,M

.R
.1386A

S/2007. 

逸
脱
的
と
さ
え
い
わ
れ
る
ア
ッ
タ
ー
ル
の
ガ
ザ
ルghazal

の
「
陶
酔
」
の
境
地
と

「
内
的
言
語
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

27　

バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
言
語
構
造
に
関
す
る
示
唆
的
な
考
察
が
あ
る
。D

aftar-i R
aw

shan āy ī,tr.by Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,M

.R
.,1383A

S/2004. Lis ān 

al-Taw
ḥīd

の
に
つ
い
て
は
、B

adaw
ī, 
‘A.,Sha ṭa ḥāt al- Ṣūf īya,1978,178.

、
特
異
な
言
語
表
現
の
例
は
同
書
の175-178.

を
参
照
。
ま
た
、 

神
が
文

字
と
音
声
の
発
話
を
超
越
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は104.

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

28　

‘Att ār,Far īd al-D
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ī,M
.,1366A

S/1987,T
ihr ān,205.
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歴
史
的
に
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
言
語
体
験
（「
唯
一
性
の
言
葉
」）
自
体
と
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
教
義
の
議
論
と
が
直
接
、
重
な
り
合

う
こ
と
は
な
い
と
は
い
え
、
サ
ハ
ラ
ギ
ー
（
サ
ハ
ラ
ジ
ー
）A

b ū al-Fa ḍl M
u ḥam

m
ad b. 

‘Al ī  Sahlag ī（j ī

）–yi B
as ṭām

ī （989-1084/5

）
が
そ
れ

ま
で
に
収
集
し
た
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
関
連
の
資
料
を
基
に
ま
と
め
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
言
行
録
『
光
明
の
書al-N

ūr m
in K

alim
āti A

b ī Ṭ
ayf ūr （ 

K
it āb al-N

ūr

） 

』
が1038/9-1058

年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る
点
か
ら
、「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
に
係
る
議
論
と
重
ね
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ー

の
言
語
体
験
を
考
察
す
る
こ
と
は
神
秘
主
義
言
説
の
研
究
史
上
は
許
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
サ
フ
ラ
ギ
ー
に
関

す
る
最
新
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。D

aftar-i R
aw

shan āy ī, 31-44.
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P ūrn ām
d āriy ān,T., 

”Mathnaw
ī w
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‘ādat-h ā-yi m
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‘n āy ī w
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a
‘ārif, vol.X
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（
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で
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マ
ス
ナ
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ヴ
ィ
ー
』
に
つ
い
て
はT

he M
athnaw

i, ed.and trnas.by R
.A

.N
icholson, reprinted 1985,

を
使
用
し
、
本
文
中
で
は
、
巻
数
と
句
番
号
を
示
す
。 
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ibid.,11.
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シ
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ム
セ
・
タ
ブ
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ー
ズ
抒
情
詩
集
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つ
い
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、G

hazaliy āt-i Sham
s-i T

abr īz, 2vols. ed. Shaf ī

‘ī-yi K
adkan ī,T

ihr ān,1387.

か
ら
の
引

用
と
し
、
本
文
中
で
は
、
巻
数
と
句
番
号
を
示
す
。
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こ
れ
を
「
カ
ラ
ー
ム
・
ナ
フ
ス
ィ
ー
」
の
直
接
的
反
映
と
と
る
か
、
ル
ー
ミ
ー
独
自
の
発
想
と
と
る
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
敢

え
て
、
こ
の
教
義
の
浸
透
と
そ
の
後
の
独
自
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展
開
と
い
う
角
度
か
ら
論
じ
た
。

34　

F īhi M
ā F īhi, 6
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本
書
に
は
優
れ
た
邦
訳
書
『
ル
ー
ミ
ー
語
録
』（
井
筒
俊
彦
訳
・
解

説
：
岩
波
書
店, 1978

）
が
あ
る
。
井
筒
は
、
訳
書
の
中
で
こ
の
句
の
本
質
を
「
ル
ー
ミ
ー
は
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
内
的
言
語
な
る
も
の
を
考
え
て
そ

れ
を
人
間
の
形
而
上
的
本
質
と
す
る
」（
三
四
四
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
延
長
線
上
に
首
肯
で
き
る
説
で
あ
る
。
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M
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‘n ā t ā Ṣūrat, Vol.I.,1399A
S/2010,T

ihr ān.249.

十
九
世
紀
後
半
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
在
住
の
イ
ラ
ン
系
思
想
家
は
、

イ
ラ
ン
文
化
に
根
差
す
「
聖
性
」
作
用
が
、
哲
学
や
合
理
的
思
想
を
阻
ん
で
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。M

īrz ā Fat ḥ-

‘al ī Ā
khudz āda, 

M
akt ūb āt,1364A

S/1985, 193.
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A tentative study of reflections of “language” in the 
mystical discourse of Early Persian 

Sufism(“Taṣawwuf-i Khurāsān”) with special 
reference to “Kalām Nafsī(inner language)”.

Morio Fujii

The Early Persian Sufism, Known as Taṣawwuf-i Khurāsān,originated from 

unique mystical discourses of Bāyazīd Basṭāmī(d.848/9),reached its zenith in the 

13th century through manifestation in Jalāl al-Dīn Rūmī(d.1273)’s mystical poetry. 

“Taṣawwuf-i Khurāsān” is a mystical “tradition”in which a deep and powerful 

affinity exists between mystical experiences and “language “which conveys them, 

in contrast with the “Ibn ‘Arabian theosophy” which is influenced by his alleged 

Neoplatonic idealistic tendencies.

From historical perspective in this sphere of Sufism, We observe some 

permeation of theological factors, especially, the notion of Ash‘arites’s Creed,”
Kalām Nafsī(inner language)” into mystics’ perception of “language” .In the 

words of Ash‘arit school of thought,”Kalām Nafsī”is an “internal speaking 

subsisting in the self”,and is explained as “a collection of intention, meanings, and 

thoughts articulated by speakers”. According to an Ash‘arit theologian, this 

“intention” resides in the “harmony of system(ḥukm li-l-kalām)” before shaping 

in the form of sounds or letters. This interpretation of “inner language” as 

“reflections of meanings and thoughts without letters(ḥurūf) and sounds(ṣadā) “, 
can be considered as the basis of mystical discourses created in “Taṣawwuf-i 

Khurāsān”.
‘Ayn al-Quḍāt-i Hamadānī(d.1131) developed and changed this theology-

oriented notion of Kalām Nafsī into “love-oriented” mystical discourse in an 

unconventional way. ‘Ayn al-Quḍāt believed that the basic structure of Qur’ān is 

based on “mushtarak al-dalāla”(“equivocational language system”);he also 



iv

delineated transcendent interpretations on ‘Arabic letters in Qur’an, which only 

“the mystics attained to the stage of the Reality”(”Wāṣilān”)could understand 

their mystical implications. ‘Ayn al-Quḍāt interpreted the “Language of 

Heart(zabān-i dil)”as “inner language without letters(ḥurūf) and sounds which is 

articulated by deep mystical experiences”.
In the verses of “Ghazliyāt-i Shams”, and “Mathnawī” composed by Rūmī, 

which are, without doubt, the greatest literary manifestations of ”Taṣawwuf-i 

Khurāsān”, We find reflections of “Speech in Heart(nuṭq dar dil)” that is inner 

language without letters and voices. Rūmī often expressed his words as 

“Wahy(revelation)” which is strongly tied with the stage of inner conditions of 

“selflessness”uttered by a speaker, who is in the ultimate degree of Sūfī’s spiritual 

experiences.

 Taking aspects of “kalām Nafsī” into consideration, would help us to gain a 

deep understanding of inner layers of mystical “language” nurtured  in the 

cultural milieu of ” Taṣawwuf-i Khurāsān”.


